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航空安全情報自発報告制度［VOICES］について 

 

公益財団法人 航空輸送技術研究センター（ATEC) 

 

国土交通省航空局では、国際民間航空条約第１９附属書 安全管理（SAFETY MANAGEMENT）

の規定に従い、義務報告制度では捕捉しにくい、民間航空の安全に関する情報を幅広く収集する

ため、航空安全情報自発報告制度 ［略称：VOICES］（VOluntary Information Contributory to 

Enhancement of the Safety）を開始します。この制度の運営は、報告がなされた情報に基づく航空

安全当局1による不利益処分等への懸念を排除するため、航空安全当局者および主たる報告者以

外の者が行うこととされていますが、今般、この第三者機関として公益財団法人航空輸送技術研究

センター（ATEC)が選定され、VOICESの運営を行うこととなりました。 

VOICESの概要は以下にご紹介するとおりですが、航空活動に携わっておられる方々には本制度

についてご理解いただくとともに、積極的な安全情報の提供をお願いいたします。 

 

なお、本制度は国土交通省が2013年10月8日付で制定した航空安全プログラム2に記載された、

次の考え方を基本として実施されるものです。（航空安全プログラム第4章2．（1）②参照） 

 

(ア) 主たる報告者は、航空活動に自ら直接携わる個人又は当該個人が所属する組織と

する。 

(イ) 主たる報告対象事象は、航空活動を行う中で、自ら経験した、又は視認した、航空の

安全上の支障を及ぼす可能性があったと思われる事象とする。  

(ウ) 報告を受ける主体を確立し、その運営は、航空安全当局及び主たる報告者以外の者

が行う。 

(エ) 航空安全当局は、この制度において収集した情報のうち、個人、会社名等が特定さ

れる情報について、直接アクセスせず、運営主体に対し、当該情報の提供を求めな

い。また、仮に当該情報において違反があったことを知ったとしても、当該情報を不利

益処分等の根拠として使用しない。 

 

なお上記（イ）は、「主たる報告対象事象は、航空活動を行う中で、自らが、当事者であるか否

かにかかわらず、その五感により直接確認した（他人からの伝聞によるものは含まない）、民間

航空の安全上の支障を及ぼす可能性があったと思われる事象とする。」と解釈されます。 

  

 
1 「航空安全当局」とは、国土交通省航空局（地方航空局を含む。）のうち、民間航空の安全を確保するための監督を行う

課等をいう。 
2 国土交通省ホームページ （http://www.mlit.go.jp/koku/koku_tk2_000003.html）参照 
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1. VOICESの目的 

次項に示す報告を求める対象者から、自発的（本人の意思による）に報告される航空の安全

上の支障を及ぼす可能性があったと思われる事象を収集し、業務実施者間で情報を共有すると

ともに、その事象から航空の安全を阻害しうる要因を特定し、改善を提案することによって航空

の安全向上に寄与することを目的としています。 

 

2. 報告を求める対象者 

航空活動に自ら直接携わる個人またはその個人が所属する組織3 からの報告を収集します。 

 

3. VOICESで取り扱う情報 4 

例えば、人的エラーや安全阻害要因はあったが、不安全事象として顕在化しなかったヒヤリハ

ット等の航空安全情報を取り扱います。 

しかしながら、航空法や関連通達等で求められる義務報告対象事象に該当する事象や航空

活動に係る安全情報に該当しない情報は、VOICESでは取り扱いできません。 

 

4. VOICESへの報告方法について 

次のいずれの方法でも報告が可能です。各報告様式では、ATECの分析を担当する者（以下

「分析担当者」という）が報告内容の確認を行うために、ご連絡先等の情報を必須事項としてい

ますが、当該情報は秘匿化実施後にすべて抹消します。 

(1) 電子メール mail@jihatsu.jp 

ATECが管理するVOICESのホームページ（以下、「VOICES HP」）からも実施可能です。 

（VOICES HPについては「6. お問い合わせ先」参照） 

(2) 電話（フリーダイヤル） 0800-8057-482  

ただし受付時間は平日午前9時～午後5時となります。 

(3) 報告用紙を郵送  

郵送用報告用紙は順次関係先に配置しますが、VOICES HPでダウンロードすることも可

能とする予定です。 

(4) 航空安全情報自発報告サイト5 https://asicss.cab.mlit.go.jp/voluntary/ 

 

  

 
3 航空機の運航に関係する、又は航空機の運航を直接的に支援する活動に従事する関係者をいう。 
4 制度開始前に発生したものも取扱いの対象となる。 
5 「航空安全情報自発報告サイト」とは、国土交通省航空局が民間航空の運航に係る安全情報を収集、分析及び共有す

るために設置するシステムのひとつである。ただし、この自発報告サイト内部の情報は、ATECが取り扱い、航空局はシ

ステムの保守のみを行う。 



3 
 

5. VOICESにおける安全情報の取り扱いの流れ 

提供された安全情報の処置、分析およびフィードバックは次のように実施します。別図も併せ

てご参照下さい。 

(1) 報告の受け付け 

VOICESで取り扱いうる情報かどうか確認した上で、情報を受理します。受理することがで

きない報告の場合は、ATECの分析を担当する者（以下「分析担当者」という）より連絡しま

す。 

(2) 分析担当者によるヒアリング 

報告者から提供された情報に分析・分類等を行う上で必要な内容が不足している等、詳

細を確認する必要がある場合、分析担当者より電話や電子メール等によりヒアリングを行

うことがあります。 

(3) 情報の秘匿化 

分析担当者は、報告方法の手段に係わらずすべての報告に対して、個人又は会社等が

特定される可能性のある情報を消去または伏せ字とする等、秘匿化を実施します。 

報告が航空安全情報自発報告サイト以外の手段で提供された場合は、秘匿化実施後、

分析担当者により当該サイトに代理登録します。その際、報告者ご自身にて、報告内容や

分析状況等を当該サイトで閲覧するための「受付番号」と「パスワード」をお知らせします。

なお、当該サイトに直接報告された場合、登録の際に取得した「受付番号」と「パスワード」

をそのまま閲覧に使用して下さい。 

上記作業実施後、分析担当者は報告者へ連絡の上、ご提供いただいていたご連絡先等

を抹消します。これ以降は、分析担当者から報告者本人への直接連絡はできなくなります

が、当該サイト上の連絡事項欄や分析結果欄を報告者本人が閲覧することは引き続き可

能となります。 

(4) 分析作業およびフィードバック 

報告された事象等を適切に評価分析するため、ATEC内で各業務分野に精通した担当者

で構成される専門チームにより、航空の安全を阻害しうる要因を特定すべく予防的な観点

から分析を実施します。専門チームの分析結果は、業務分野別に設定する分析検討ワー

キング・グループにて定期的に各分野の専門家から意見収集を行った後、学識経験者等

で構成される分析委員会（年2回程度開催）にて、最終的な分析結果を取り纏め、必要な

情報の発信を行います。これらの発信された情報は、VOICES HP上にて刊行物を発行し

周知します。 

またVOICESでは分析結果にもとづき、航空安全当局へは必要な報告や安全対策につい

ての提言を行いますが、この場合も個人や会社名が特定される情報が提供されることは

ありません。 

報告者へのフィードバックとして、ATEC内担当者が入力した個別情報の分析等の進捗状

況を報告者本人は航空安全情報自発報告サイト上で確認することができます。 
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6. 問い合わせ先 

VOICESに関し不明な点についての問い合わせ先は下記のとおりです。 

(1) VOICES HP （http://www.jihatsu.jp/) 

メールによる問い合わせができるほか、当該制度の活動状況やニュース、刊行物、および

航空安全情報自発報告サイトなどの利用案内などを提供していきます。 

(2) VOICESヘルプデスク 03-5476-5464 （平日午前9時～午後5時のみ） 

航空安全情報自発報告サイトならびにVOICESのヘルプデスクです。 

 

以 上 

 

 

 別図  

 

 

 

 

航空安全情報自発報告制度（VOICES）における安全情報の取り扱いの流れ（概略） 

 

 


